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他地区協の良いところを学ぶ

　平成 29 年度上期中国地区印刷協議会が６月９日（金）午
後２時 40 分より、松江市の「ホテル一畑」で、全印工連から、
滝澤副会長、福田常務理事、高橋事務局次長、中国五県の各
工組から理事長、役員など総勢 42 名が出席し、開催された。
　最初に地元島根県の谷口理事長が、「３年振りの島根県で
の開催ということで、ようこそおいでい
ただきました。ここのホテルは宍道湖側
にあり、ご存じのように宍道湖は夕日が
有名な場所で、一昨日梅雨に入りました
がなんとか今日は夕日が見えるかもしれ
ません。期待してください。お隣の出雲
市、出雲大社のその西に日御碕神社があります。あのあたり
の夕日の景観が日本遺産に登録され、日御碕神社の本殿は、
ちょうど夏至の日に夕日が沈む方向に向かって拝むように
建っているのです。その夏至の日は、伊勢神宮から太陽が出
て、和歌山県の日ノ岬という所を通って、島根県の雲南市に
日登という所がありますが、その日登を通って荒神谷遺跡を
通って、出雲大社、そして日御碕神社に沈む。ちょうどその
線でできているということを聞きまして、何百年前にそんな
ことを計算できているのかなと思いますが、その日が６月
21 日だそうです。夕日が見られるかわかりませんが、また
機会があったら見ていただけたらなと思っています。ひょっ

　前回の地区協が２月 17 日に岡山で開
催され、その一週間後に初めて高知で行
なわれた四国地区印刷協議会に参加しま
した。他の地区協出席は非常に新鮮であ
り、中国地区協にあるものないものとい
うものを体感することができました。四
国地区も一つ課題がありまして、分科会が長いこと開催がで
きなかったということで、今年久しぶりに分科会を開催され
ました。
　逆に中国地区にないものとして、各県工組から「こういう
ものが問題ですけれども、お宅の県工組ではどのようなこと
をどういうようにされていますか」といった協議の時間を設
けられておりました。その時協議をされた中で一番時間を割
いたのが「時間外労働の管理」でした。実際に労働基準監督
署が入ってきて、「こういうときにはどうしましたか」「こう
いうときには、こうしたらいいんじゃないですか」という協
議がされておりました。
　中国地区協でも、そのような県工組からの質疑ができれば、
よりよい協議会になるのかなと思いました。今日も、福田常
務理事が中国地区協に来られていますが、このたびから各常
務理事もそれぞれの地区協に出席されます。ぜひ私も勉強の

としたらここから見られるかもしれません。そういうことで、
本日の会が実り多いものになりますようにご祈念申し上げて、
歓迎の挨拶とさせていただきます。本日はどうもありがとう
ございました」と歓迎の挨拶をされ始まった。
会議次第
　開会の挨拶　島根工組　谷口博則理事長
　中国地区印刷協議会　中本俊之会長　挨拶
　全印工連　滝澤光正副会長　挨拶
　全印工連事業説明　高橋秀明事務局次長
議事
　・平成 28 年度収支報告、平成 29 年度の予算（案）の件
　　　報告のとおり承認
　・平成 29 年度下期中国地区印刷協議会開催の件
　　　平成 30 年２月 16 日（金）広島市で開催を決定
　・分科会討議
　・分科会報告
　以上を午後６時 00 分に終了した。

ためにまた他地区協に行ってみて勉強したいなと思っていま
す。
　全印工連も臼田体制２年目で、全印工連 2025 計画を引
き続きより強く進めていくと聞いております。2025 計画は、
印刷産業としてどの方向に進んでいくのか、これは行動、ま
たは通知目標を掲げて成果を出そうといったモデルでもあり
ますし、１社では決してできない 2025 年のターゲットと
しての計画書だと思います。
　そういった中で官公需問題ですが、昨年のコンテンツ産業
強化支援事業を全印工連が確保して、官公需協議会というも
のがなされ、島根県工組の谷口理事長に参加いただいており
ますが、それが２月に報告書がまとめられました。さらに今
年も、全日本印刷産業政治連盟、それと自由民主党の中小印
刷産業振興議員連盟、この２つが連携を強めて、いろんな政
策課題を解決していくというように聞いております。先ほど
事業承継セミナーで、「腹をくくる」という言葉を再三聞き
ました。勉強することはもちろんたくさんありますが、この
地区協が「腹をくくる」というそういう場にしていかなけれ
ばならない。より強く皆さんと一緒になって腹をくくるとい
うことができる、そういう協議会にしていければと思ってお
ります。
　皆さんでしっかりとこの時間を有効なものにできますよう
祈念いたしまして、挨拶とさせていただきます。今日はよろ
しくお願いいたします。

中国地区印刷協議会開催
平成 29 年度上期

【中本俊之中地協会長挨拶要旨】
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組合員増対策が必要
　現在、世界が、日本が、地域が、それ
ぞれ大きな変化の中にありますが、私た
ち全印工連では、先般５月 25 日に総会
が行われました。「志あふれる印刷産業へ、
期待される価値を求めて」というテーマ
のもと、ぶれずに印刷産業がより一層の
存在価値を高めるための各事業に今年度も力強く邁進します。
　特に 29 年度は、印刷産業としての対外広報発信力強化、
並びに各県工組の組合員間のより円滑な情報伝達を目指した
広報戦略の研究・立案とともに、情報格差を是正するための
遠隔教育システムの試験運用により積極的なコンテンツの提
供を進めてまいります。
　官公需対策を始めとしたさまざまな政策要領につきまして
は、全日本印刷産業政治連盟、そして自由民主党中小印刷産
業振興議員連盟と、これまで以上に強固な連携で課題解決を
図ってまいります。
　５月 26 日に開催されました、自民党の中小印刷産業振興
議員連盟の総会では、懸案となっております官公需における
著作権の取扱い問題について、経済産業省のほうから毎年夏
に閣議決定をされております。中小企業者に対する国等に関
する契約の基本方針というのがありますが、こちらに今年ど
のような内容で盛り込む予定なのか、その点について報告が
ありました。
　その内容は大変評価できるものでありましたが、もう一歩
確実なものに前進するために、全印工連からその総会の席に
おいて、さらなる要望を出したところです。夏に閣議決定さ
れる契約の基本方針は、これは国だけを縛るものではなく、
国から各自治体レベルへも毎年周知されているものですから、
各地域におけます、各地方自治体の官公需契約についても生
きてくるというものですので、引き続きご注目いただきたい
と思います。
　また、「全印工連 2025 計画」の着実な実践に向けた普及
啓発活動に努めるとともに、印刷関連業界全体の向上発展に
向けた研究を引き続き行うなど、日本を代表とする産業とし
ての自覚のもと、その役割をしっかりと果たし印刷産業のさ
らなる地位向上を目指してまいります。
　今年度の全印工連の通常委員会の開催は、従来と比べて回

数を１回増やして４回とし、そのうち２回は東京を離れて各
地で開催することといたしました。開催回数を増やすこと、
また全国各地で開催することにより、委員会の事業を活発化
し、組合員に役立つ事業推進がより可能になるのではないか
と思っています。また、全印工連全体の事業費用は昨年より
2380 万円増えまして、初めて総額 4 億円を超えました。具
体的な事業の中身は、この後の委員会、分科会でしっかりと
協議の上、情報を共有していただき、またその情報は各県工
組にお持ち帰りいただいて、しっかりと各県の組合員の皆さ
まにお伝えいただければと思います。
　また、前回の昨年度下期の地区協議会から、また地区協改
革の一環として、分科会での議題を依頼事項、それから協議
事項、報告事項というように区分しました。また、今回から
改革の一環として、委員会の委員長にも出席をすることとし
ました。ぜひ、委員長が出席する分科会では、委員長を交え
て積極的な協議を展開していただきますようお願いします。
この委員会の回数の増加や地区協の改革により、組合内の情
報の流れを少しでも円滑にしていきたいと考えております。
　さて、組合数は残念ながら現在も減少し、平成 29 年度期
首の組合員数は全国で 4,750 社、前年に比べて 180 社の減
少となりました。ただそんな中でも、宮城県、千葉県、山梨
県、ご当地島根県、福岡県、熊本県、この各工組の組合員数
は昨年に比べて増加いたしました。厳しい状況の中で、組合
員数を増やすことは、大変な努力が必要だと思っております。
全印工連では、そういった工組の努力に報いる、あるいは加
入増強のモチベーションを上げていただくため、今年度から
組合員加入に関して、成績を上げた各県工組に対して、表彰
制度を設け、先般５月の総会で、先ほどの各県は表彰をさせ
ていただきました。
　全印工連は、各県工組並びに組合員との連携を通じ、組合
全体の英知を結集させ、日本の主要な製造業である印刷産業
の地位向上と産業振興につながる商活動を行い印刷産業の持
続的な発展と社会生活を創造する夢のある産業の実現に向け、
さらに上を目指してまいります。今後も引き続き皆さまにご
支援、ご協力をお願い申し上げます。
　本日はまことにありがとうございました。

【滝澤光正副会長挨拶要旨】

〒730‐0845 広島市中区舟入川口町18番19号
TEL.082‐231‐9778 FAX.082‐291‐3730

www.meisei-prt.co.jp

印刷物に付加価値を
次世代広告
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　細川俊介委員長（広島）から、①事業
承継支援 ( 後継者対策、相続、Ｍ＆Ａ等 )
の推進、②経営イノベーション支援の推
進支援、③マーケット創造（新市場創造）
の推進、④ソリューション・プロバイダー
へのステップアップ支援、⑤各種セミナーの開催などについ
て意見交換内容を報告。

　中川隆委員長（広島）から、①ＧＰ ( グ
リーンプリンティング ) 認定制度の普及
推進、②環境推進工場登録普及推進、③
環境マネジメントシステムの推進、④環
境関連情報の収集・提供、⑤労働関係法
令の研究と対応、⑥環境・労務セミナーの企画・開催支援、
⑦ＶＯＣ警報器の普及拡大、⑧タイバーシティ推進委員会と
の連携による「モデル就業規則」の製作などの意見交換内容
を報告。

　竹田圭佐委員長（山口）から、①各工組組合員数異動状況、
②各共済制度の加入状況と加入促進、③組合加入促進に関す
る情報収集・提供、④全国事務局研修会の開催、⑤「全印工
連 2025 計画」の普及啓発についてなどの意見交換内容を
報告。

　西尾源治郎委員長（岡山）から、①教育研修セミナーの企
画・啓発、②制度教育事業の推進 ( 新印刷営業講座・印刷営

業士認定試験の実施、印刷生産技術講座・印刷生産士認定試
験の実施 ) ③制度教育事業の再構築に向けた検討 ( 管理印刷
営業講座・管理印刷営業士認定試験の見直し、印刷生産技術
講座・印刷生産士認定試験の見直し )、④技能検定「製版職
種 (DTP 作業 )」の普及啓発、⑤新教育システム ( 遠隔シス
テム ) の利活用の研究、⑥全印工連特別ライセンスプログラ
ムの周知・普及、⑦「全印工連 2025 計画」の普及啓発な
どの意見交換内容を報告。

　吉岡ゆかり委員（広島）から、①企業
のダイバーシティ・マネジメント推進へ
の道筋、②働きがいのある職場づくりの
推進、③働き改革の推進、④環境労務委
員会との連携による「モデル就業規則」
の製作、⑤一般事業主行動計画に準ずる計画の策定、⑥機関
誌「日本の印刷」へダイバーシティ・マネジメントに取組む
企業の連載開始などを報告。

　午後６時 30 分からは、島根県工組主催の懇親会があり、
加本克人理事の司会で開催され、原憲司副理事長の乾杯で始
まり大いに盛り上がった。中締めは、次回開催県の中本広島
県工組理事長の一本締めで幕を閉じた。

（旧会社名：メディアコンフォート株式会社）

 www.iwatsu.co.jp

　九州支店 印刷営業担当 〒812-0023　福岡市博多区博多駅東 2-9-25

　　 　　　　　　（アバンダント８４ビル）

ＴＥＬ.092-481-4114　ＦＡＸ.092-481-4225

本社　第一営業部　　　〒168-8501　　東京都杉並区久我山 1-7-41

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ.03-5370-5476　ＦＡＸ.03-5370-5494

１．「全印工連平成 28 年度事業計画」ついて
●組織運営機構は昨年同様
●会員数は、4,750 社、昨年比−180 社

●印刷関連産業との連携強化は、印刷関連業界全体のネット
　ワーク構築と連携強化
●全印工連フォーラムを 10 月６日開催
●CSR認定（ワンスター、ツースター、スリースター）の募集
●遠隔教育システムによるコンテンツの提供
などの報告及び概況説明があった。

全印工連の事業説明
【全印工連高橋秀明事務局次長】

各分科会の開催及び報告
《経営マーケティング》

《環境労務》

《組織共済》

《教育研修》

《ダイバーシティ推進》
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　５月 12 日（金）午後６時 30 分から
メルパルク広島において、「第 30 回定時
総会」が 23 名の出席で開催され、県工
組から中本理事長、小下常任理事、西村
事務局長が、広島青年印刷研究会から坂
井会長が来賓として出席した。
　総会は、高丸幹事が司会で総会を進め、始めに後藤部会長
から ｢１年前に部会長を拝命した日は、広島にとっても世界
にとっても記念すべき日、オバマ大統領が来広された日でし
た。また、今年は青年部が発足して 30 年になります。この
式典を日にちは決めておりませんが、青年部一同一致団結、
また協力をしてぜひ良い式典にしたいと思います。もう１年
部会長としての任務がありますので引き続きご協力をよろし
くお願いします｣ と挨拶した。
　続いて、来賓の中本理事長は、「第 30
回の総会おめでとうございます。30 年
は節目の年です私も部会長を務めました
が、やはり青年部というのはいつも元気
で引っ張っていくのが一番の任務であろ
うと思っております。世界では、大統領
の選挙が多くいろいろな動きがありますが、我々の業界は地
に足を付けて前に進んで行かなければならないと思っており
ますが、この広島には、青年部、広島青年印刷研究会、福山
の価値組がありますが、ぜひこの３つの団体がタッグを組ん
でひとつの力になってリードしていただきたいなと思ってお
ります。そういった中で今年も第 13 回の印刷産業夢メッセ
を開催いたします。この時には、ぜひ皆さんのお力を借りて

盛大に開催をした
いと思いますので
ご協力をお願いし
ます。既に皆さん
はご存知とは思い
ますが、会場の KKR ホテル広島が今年度で閉鎖ということ
になりますので、来年からは広島駅北側にある「ガーデンパ
レス広島」に移ります。この会場を変わる機にいろいろな問
題点を出していただきより良いものにしたいと思いますので、
さまざまな意見を出して良いものにしましょう」と、激励の
挨拶があった後議事に入った。
　議事に入り、後藤部会長が議長になり、各議案を上程説明。
議案が原案どおり承認された。
　懇親会は小下副部会長が司会で、始めに坂井青年印刷研究
会会長より「青年部さんとは飲み会は何度かありますが、今
度は何か一緒になってやりたいなと常々思っております」と
祝辞があり、小下常任理事が乾杯で「我々ОＢも 30 回記念
式典を楽しみに待っております」と発声し始まった。会は盛
り上がり和やかに歓談した。最後は西村事務局長の締めで懇
親会は終了した。

　現在、現役会員 19 名・18 社（48 歳で卒業）、OB 会員３名・３社（48 歳から 50 歳まで）となっております。
　この部会は、会社経営者の皆様、ご子息もしくは将来後継者を支えていただける方々に入会していただき、今後の
印刷業界を盛り上げるために、ご協力をお願いしております。
　今まさに、全印工連は事業承継支援として後継者対策、相続、Ｍ＆Ａなどに取り組んでいます。
　これから印刷業界はめまぐるしく変わるため、より早い情報を得て、乗り遅れないようにするためにも、この部会
を知っていただき、入会していただきたく思います。
　今後の印刷業界を先導していく若い人たちの力をぜひともお借りし、一緒に勉強し話し合い盛り上げていきましょ
う。この青年部会は、そんな若い人たちの集団として成り立っている素晴らしい部会です。１社でも多くの方たちに
入会していただき、力をつけていきたいと思っております。
　若さは力です。印刷工業組合の未来を支える人材の育成と、ぜひとも会員増強のご協力をよろしくお願いいたします。

申し込みは、広島県印刷工業組合　事務局まで≪℡０８２- ２９３- ０９０６≫

青年部会 第 30 回 定時総会開催

第 30 回記念式典を開催予定

青年部会から会員増強 ( 募集 ) のお願い
若者が集い、話し合い、一緒に勉強して、議論を重ね、一つの固まりになって、

印刷業界を活性化し、次世代に向け、若い力を結集して印刷業界を盛り上げよう！
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　５月 29 日（月）12 時から印刷会館会議室において、
2017 印刷産業夢メッセ第４回三役会が、実行委員 15 名出
席し開催された。
　中本実行委員長から「先日の総会で、KKR ホテル広島の
廃業に伴う来年の会場を「広島ガーデンパレスホテル」と
発表しましたが、たちまちは今年の夢メッセを成功させな
ければなりません。今後のプログラム作成に当たり皆さま
のご協力をお願いします。先日広島県印刷優勝野球大会を
行いましたが、お陰さまで 60 回を数えました。夢メッセも
同じように長くやっていきたいものです。今日はポスター
の審査ですが、２階の壁に 41 作品が貼ってあります。今回
は、喜ばしいことに JAGDA 広島さまのご協力により大学
生の応募もありましたので、よく見られて厳正に審査を行っ
てください」と挨拶があり議事に入った。
議題 【2017 印刷産業夢メッセ】
1．ご出展・広告依頼の進捗状況について
2．ポスターの審査 ( 後記掲載 )
3．その他

　お陰さまで 41 作品 ( 応募会社 11 社と大学生 ) の応募が
あり、皆さまのご協力に改めて感謝申し上げます。夢メッ
セ三役会の出席者 15 名 ( ２名欠席 ) の投票による厳正なる
審査を行ったところ、１次の審査で５作品を選定、その５
作品でまた審査し３作品を選んだ。最後は審査員に目を閉
じて挙手でグランプリ作品を選んだ。結果、アート印刷㈱
堂地 桃未さんの作品が優秀賞 ( グランプリ )【表紙】に、準
グランプリ【下左】は、広島印刷㈱の水内 淳氏と【下右】
比治山短期大学部 専攻科美術専攻の加藤 綾菜さんにそれぞ
れ決まった。準グランプリ以上の３作品の受賞者について
は、夢メッセ２日目 (21 日 ) の座学会場にて表彰式を行い
ます。
　2017 年のポスターは決定しましたが、惜しくも準グラン
プリ、佳作になられた方も、また来年のチャレンジをお待
ちしています。
【以下応募作品】

「２０１7印刷産業夢メッセ第４回三役会開催」

第13回目の開催告知ポスター決定！
〜 大学生も応募。力作が多く応募者は４１作品。どの作品も傑作揃い 〜

準グランプリ 準グランプリ
広島印刷 株式会社

水内 淳　氏
比治山短期大学部
加藤 綾菜　さん

第４回三役会 ポスター審査
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　６月 23 日 ( 金 ) に福山支部価値組委員会の６月（第
172 回）例会を開催しました。今回はダブルヘッダー。
　まずひとつめは「ボクらの部活、今こんなことやっ
てるよ。皆んなはどない？」－各部の進捗報告とアイ
デア出し－と題して、今年の福山支部価値組委員会の
部活方式でやっている主に３つの活動の、ここまでの
進捗報告とアイデア出しのミーティングを開催。穴吹
情報ビジネス専門学校で９月からの下半期で受け持つ
授業について、７年目になる“笑顔のカレンダー”の
今回の基本コンセプト、10 月の夢メッセで受け持つセ
ミナーについて、和気あいあいワイガヤのミーティン
グが出来たように思います。
　そして今回急きょ企画したのが『～いい仕事をする
には、まず健康なカラダづくりから～「足裏からの健
康法－自分の健康は自分で守る－」と題して、若石足
療サロン楽笑を主宰されている山岡正城先生にお越し
いただいての、自分で出来る健康法についての講座を
開催していただきました。印刷会社のお仕事ってディ

スプレイに向かってするお仕事がむちゃくちゃ多い。
アタマが痛くなる。目が悪くなる。姿勢が悪くなる。
それが不健康につながる。と、この悪循環を断てば、
健康に近づき、それが良い仕事につながっていく。そ
う思って企画したんですが、いやぁ、自分が思ってい
る以上にカラダが硬い。足裏に集中している“いわゆ
る”ツボを突いてのカラダの悪いところ探し。皆さん、
あるわあるわ ( 苦笑 )。例会で教わったやり方をひとつ
でも覚えて、受講してくださったメンバーの皆さんが、
それぞれご自身の健康を考える良いきっかけになった
ら嬉しいです。
　いっぱいいろんなやり方を教えてくださって、時間
が経つのもあっという間。こんなに皆んな集中して盛
り上がった例会もそうはない。皆さん前のめりになっ
て受講したセミナー例会でした。（小田）

６月例会
各部の進捗報告 ＆ 足裏からの健康法

～自分の健康は自分で守る～

福山支部だより

〒733－0833 広島市西区商工センター６丁目１－１２
TEL 082-277-2341　FAX 082-277-6818
web site　http://www.tokami.co.jp

21日 東　京常任役員会

7日 ダイバーシティ推進委員会 宮城県７
 
月

2日 山　形経営革新マーケティング委員会

9日 松　江事業承継支援セミナー
中国地区印刷協議会(上期)

12日 産業戦略デザイン室会議

24日 全青協正副議長会

28日

2017印刷産業夢メッセ第5回三役会
第2回常任・拡大理事会
事業承継支援セミナー
常設委員会合同開催

東　京

徳島市

KKRホテル
広島

６

　

月

◎組合のうごき

◎組合員の異動
　【名称変更】
　商　　号　旧：呉正印刷株式会社 
　　　　　　新：株式会社ハラプレックス広島営業所
　変更年月　平成 29 年７月１日より ( 呉支部 )

事務局だより

６月例会（進捗報告） ６月例会（自分の健康は自分で守る）


